
東島旗争奪大会の反省 

 

「第 37 回 東島旗争奪ジュニアバレーボール大会」は，大変お疲れ様でした。インフルエンザで棄権

するチームが出たり，体育館の床の件があったりしましたが，運営等ありがとうございました。 

 次回の監督会議は，１月上旬の「地区新人大会」についてです。日にちや場所等は後日にラインにて

お知らせします。 

 

１ 運営について 

 〇 指導者(１名)は必ず運営に残る。(Ｂパート) 

→ 複数チーム登録しているチームで，片方のチームが敗退した後も運営をお願いします。 

 

 〇 体育館の床が滑りやすく選手の動きに影響がある。会場として適しているか。(鹿島会場) 

  → 今後も練習試合等で様子を見ていきます。情報をお願いします。 

 

 〇 ２Ｆ出入り口のドアの音が気になる。(市民会場) 

  → ドアを開けた状態でストッパー等を使用して対応していきましょう。 

 

２ 審判，補助員(得点係・ラインズマン)について 

 〇 キャッチボールが気になる選手がいた。(市民会場，鹿島会場) 

→ 日常の練習で指導を。また，練習試合で気になったらお互いに声をかけましょう。 

 

 〇 試合中に選手の言動で気になることがあった。(市民会場) 

  → 当該チームのキャプテンを呼んで指導しましょう。主審がゲームコントロールを。 

 

 〇 メンバーチェンジの際は，正しい手続きで行いましょう。(市民会場) 

  → よろしくお願いします。 

 

３ その他について 

 〇 本大会の準優勝盾をトロフィーにします(ＡＢ共に)。また，各チームの部室等に使わないトロ   

フィーがあれば再利用しますので，事務局(多良ＪＶＣ)まで連絡をお願いします。 

  → バレー用でなくてもいいそうです。 


